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中
国
研
究
集
刊
雲
号
（
総
三
十
五
号
）
平
成
十
六
年
六
月
二
五
｜
四
八
頁

阪
神
中
哲
談
話
会

四
十
年
余
の
記
録

阪
神
中
哲
談
話
会
幹
事

阪
神
中
哲
談
話
会
は
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
の
第
十
六
集
所
載

の
活
動
報
告
の
後
書
き
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

に
阪
神
関
係
の
中
国
哲
学
研
究
者
三
十
五
名
の
総
力
を
結
集
し
て

創
立
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
四
十
一
年
、
開
催
さ
れ
た
例
会
は
三
六

O
回
を
超
え
、
現
会
員
は
約
百
三
十
名
を
数
え
る
。
本
記
録
は
、

当
会
の
会
員
の
一
人
で
も
あ
る
、
大
阪
大
学
の
湯
浅
邦
弘
教
授
か

ら
の
、
こ
の
長
い
歴
史
を
持
つ
阪
神
中
哲
談
話
会
の
活
動
の
様
子

を
報
告
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
ご
提
案
に
よ
り
、
菅
本
・
矢
羽
野

の
現
幹
事
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
会
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
阪
神
中
哲
談
話
会
に
は
発
足
以
来
の

活
動
内
容
を
、
具
体
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
例
会
の
発
表
内
容
や
質

疑
の
模
様
を
、
筆
記
し
た
資
料
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現

在
そ
の
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
所
在
未
詳
で
、
た
だ
第
三
一
九
回
（
平

成
十
年
〈
一
九
九
八
〉
）
以
降
を
記
録
し
た
ノ

i
ト
一
冊
が
、
現
幹

事
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、

今
回
こ
の
活
動
記
録
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
を

『
日
本
中
国
学
会
報
』
の
「
国
内
学
会
消
息
」
所
掲
の
記
録
に
拠

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
た
だ
し
漢
字
表
記
は
基
本
的
に
通
行
の

字
体
に
改
め
た
）
。
開
催
日
・
発
表
場
所
な
ど
に
繁
簡
の
差
が
あ
る

の
は
、
基
と
し
た
「
国
内
学
会
消
息
」
の
体
例
が
異
な
る
た
め
で

あ
る
。当
初
は
、
最
近
十
年
間
の
報
告
の
み
に
す
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
幹
事
の
方
々
が
毎
年
の
活
動
を
『
日
本
中

国
学
会
報
』
に
報
告
し
て
下
さ
っ
て
い
た
た
め
、
全
活
動
記
録
を

ま
と
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
以
下
は
、
阪
神
中
哲
談
話
会

で
行
わ
れ
た
全
て
の
例
会
の
開
催
日
（
場
所
）
・
発
表
題
目
・
発
表

者
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
り
、
単
純
な
デ
l
タ
の
羅
列
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
当
会
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
る
に
は
、
も
っ
と

も
不
可
欠
な
記
録
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

、‘，，ra 
a
，・』，
，E
、



【
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
】

第
一
回
（
六
月
三
十
日
阪
大
文
学
部
会
議
室
）

米
欧
で
の
中
国
哲
学
研
究
状
況
木
村
英
一

第
二
回
（
九
月
十
五
日
阪
大
文
学
部
会
議
室
）

香
港
旅
行
談
山
口
一
郎

鎌
田
正
著
『
左
伝
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
に
つ
い
て

野
村
茂
夫

第
三
回
（
十
月
二
十
七
日
阪
大
文
学
部
会
議
室
）

孝
思
想
研
究
そ
の
一
加
地
伸
行

鈴
木
由
次
郎
著
『
漢
易
研
究
』
に
つ
い
て
本
田
済

第
四
回
（
十
二
月
一
日
阪
大
文
学
部
会
議
室
）

『
矛
盾
論
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
小
林
立

『
萄
子
』
の
情
性
論
田
中
利
明

仁
斎
学
の
展
開
（
京
都
都
市
共
同
体
に
お
け
る
倫
理
と
論
理
）

三
宅
正
彦

第
七
回
（
三
月
十
五
日
阪
大
文
学
部
会
議
室
）

南
朝
儒
仏
道
の
変
遷
（
弘
明
集
の
世
界
が
一
示
す
も
の
）

木
全
徳
雄

ア
l
サ
l
・
ウ
ェ

l
レ
l著
『
孟
子
』
に
つ
い
て

安
本
博

第
八
回
（
四
月
二
十
六
日
阪
大
文
学
部
）

帰
有
光
の
士
大
夫
批
判
正
司
荘
一

唯
物
論
と
観
念
論
と
生
命
の
哲
学
木
村
英
一

第
九
回
（
五
月
二
十
四
日
阪
大
文
学
部
）

書
評
小
松
原
濡
著
「
陳
元
賛
の
研
究
」
水
原
滑
江

伯
夷
列
伝
に
お
け
る
司
馬
遣
の
思
想
佐
藤
震
二

第
一

O
回
（
七
月
五
日
阪
大
文
学
部
）

書
評
加
賀
栄
治
著
「
中
国
古
典
解
釈
史
」
木
全
徳
雄

自
然
の
意
味
森
三
樹
三
郎

第
一
一
回
（
九
月
十
三
日
阪
大
文
学
部
）

論
語
研
究
試
論
鈴
木
喜
一

劉
子
に
つ
い
て
清
水
潔

第
一
二
回
（
十
月
十
五
日
阪
大
文
学
部
）

書
評
宮
川
尚
志
著
「
六
朝
史
研
究
（
宗
教
篇
ご

村
上
嘉
賞

【
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
】

第
五
回
（
一
月
十
九
日
阪
大
文
学
部
会
議
室
）

『
太
史
公
自
序
』
試
論
三
浦
園
雄

語
嗣
同
と
そ
の
思
想
橋
本
高
勝

第
六
回
（
二
月
十
六
日
阪
大
文
学
部
会
議
室
）

親
源
の
現
実
批
判
と
歴
史
観
坂
出
祥
伸
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第
二
二
回
（
十
一
月
十
五
日
阪
大
文
学
部
）

書
評
重
沢
俊
郎
著
「
中
国
哲
学
史
研
究
」

第
一
四
回
（
十
二
月
十
三
日
阪
大
文
学
部
）

家
族
制
度
と
刑
罰
西
田
太
一
郎

加
山
中
申
一
7

1
1イ
f

【
昭
和
田
十
年
（
一
九
六
五
）
】

第
一
五
回
（
一
月
二
十
四
日
阪
大
文
学
部
）

紹
介
顧
樹
森
著
「
学
記
今
釈
」
竹
鼻
広
三

第
一
六
回
（
二
月
二
十
一
日
阪
大
文
学
部
）

銭
謙
益
と
そ
の
時
代
湯
浅
幸
孫

第
一
七
回
（
三
月
二
十
八
日
阪
大
文
学
部
）

章
柄
麟
に
つ
い
て
橋
本
高
勝

第
一
八
回
（
四
月
二
十
五
日
）

最
近
の
「
紅
旗
」
の
論
調
久
場
真
樹

第
一
九
回
（
五
月
二
十
三
日
）

孟

子

の

思

想

安

本

博

第
二

O
回
（
六
月
二
十
日
）

幕
藩
体
制
社
会
に
お
け
る
自
由
意
思
の
形
成
と
そ
の
特
質

三
宅
正
彦

第
二
一
回
（
七
月
十
八
日
）

「
准
南
子
に
お
け
る
気
の
研
究
」
（
平
岡
禎
吉
著
）
を
め
ぐ
る

諸

問

題

田

上

泰

昭

第
二
二
回
（
九
月
二
十
六
日
）

考

証

学

の

本

質

本

田

済

第
二
三
回
（
十
一
月
七
日
）

書
評
神
田
喜
一
郎
著
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
一
』

水
原
滑
江

墨

子

私

感

森

三

樹

三

郎

第
二
四
回
（
十
二
月
十
一
日
）

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ

l
パ
l
「
儒
教
と
道
教
」
雑
感

木
全
徳
雄

、．，’t 
aョ’h，，‘、

【
昭
和
四
十
一
年
二
九
六
六
）
】

第
二
五
回
（
一
月
三
十
日
）

仲
長
統
の
思
想
神
楽
岡
昌
俊

第
二
六
回
（
二
月
二
十
七
日
）

朱
子
の
社
会
思
想
庄
司
荘
一

第
二
七
回
（
四
月
三
日
）

復
性
書
の
成
立
大
西
晴
隆

第
二
八
回
（
五
月
八
日
）

孔
子
ー
そ
の
礼
説
を
中
心
と
し
て
｜

第
二
九
回
（
六
月
五
日
）

松
代
尚
江



院

籍

小

論

岩

佐

昌

障

第
三

O
回
（
七
月
十
日
）

木
全
徳
雄
氏
論
文
「
儒
教
の
本
質
」
（
漢
文
教
室
七
六
号
）
に

つ

い

て

野

村

茂

夫

第
三
一
回
（
九
月
二
十
五
日
）

清
末
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て
坂
出
祥
伸

第
三
二
回
（
十
一
月
十
三
日
）

儀
礼
喪
服
の
経
と
記
武
威
漢
簡
を
め
ぐ
っ
て
｜

田
中
利
明

第
三
三
回
（
十
二
月
四
日
）

中
国
学
研
究
を
回
顧
し
て

木
村
英

【
昭
和
四
十
二
年
こ
九
六
七
）
】

第
三
四
回
（
一
月
二
十
二
日
）

書
評
｜
金
谷
治
氏
『
孟
子
』
（
岩
波
新
書
）
安
本
博

最
近
の
東
南
ア
ジ
ア
の
学
会
消
息
水
原
清
江

第
三
五
回
（
二
月
二
十
六
日
）

蘭
亭
序
偽
作
論
｜
中
国
の
書
法
論
｜

第
三
六
回
（
四
月
十
六
日
）

論
語
に
お
け
る
「
仁
」
の
意
味

第
三
七
回
（
五
月
二
十
一
日
）

大
久
保
荘
太
郎

長
谷
川
雅
樹

顧

広

析

の

文

献

学

西

野

貞

治

第
三
八
回
（
六
月
十
一
日
）

南
斉
の
粛
子
良
に
つ
い
て
若
槻
俊
秀

第
三
九
回
（
七
月
九
日
）

島
田
慶
次
著
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
（
岩
波
版
）
合
評

庄
司
荘
一
・
三
宅
正
彦

第
四

O
回
（
九
月
二
十
四
日
）

李
長
之
の
司
馬
遷
論
三
浦
園
雄

第
四
一
回
（
十
月
二
十
二
日
）

論
語
成
立
の
分
析
方
法
金
戸
守

第
四
二
回
（
十
二
月
三
日
）

山
片
幡
桃
を
め
ぐ
っ
て
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宮
内
徳
雄

【
昭
和
四
十
三
年
二
九
六
八
）
】

第
四
三
回
（
一
月
二
十
八
日
）

朱
注
論
語
「
尚
子
」
字
的
批
判
黄
錦
鍍

第
四
四
回
（
二
月
二
十
五
日
）

文

化

革

命

の

一

側

面

久

場

真

樹

第
四
五
回
（
五
月
十
二
日
）

後

漢

の

党

鋼

神

楽

岡

昌

俊

第
四
六
回
（
六
月
二
日
）



思
想
の
大
衆
化
に
つ
い
て
｜
文
化
大
革
命
の
一
つ
の
見
方

l

岩
佐
昌
瞳

第
四
七
回
（
七
月
七
日
）

抱
朴
子
｜
仙
人
へ
の
道
本
田
済

第
四
八
回
（
九
月
二
十
九
日
）

災

異

と

識

緯

日

原

利

国

第
四
九
回
（
十
一
月
十
七
日
）

公
孫
龍
は
読
弁
論
者
か
加
地
伸
行

第
五

O
回
（
十
二
月
十
五
日
）

中

国

学

研

究

回

顧

清

水

潔

【
昭
和
田
十
四
年
二
九
六
九
）
】

第
五
一
回
（
一
月
二
十
六
日
）

道
家
学
派
の
成
立
岩
佐
昌
障

第
五
二
回
（
二
月
十
六
日
）

朱
子
学
私
新
抄
木
南
卓
一

第
五
三
回
（
四
月
二
十
七
日
）

沈
括
の
自
然
観
察
に
つ
い
て

第
五
四
回
（
五
月
十
八
日
）

論

語

私

読

白

石

仁

祉

第
五
五
回
（
六
月
十
五
日
）

坂
出
祥
伸

先
泰
の
天
に
つ
い
て
野
村
茂
夫

第
五
六
回
（
七
月
十
三
日
）

告

子

に

つ

い

て

大

西

晴

陸

第
五
七
回
（
九
月
二
十
八
日
）

ジ
ェ

l
ム
ス
・
劉
氏
の
「
王
安
石
の
改
革
」
に
つ
い
て

庄
司
荘
一

第
五
八
回
（
十
月
十
九
日
）

林
彪
の
「
人
民
戦
争
勝
利
万
歳
」
に
つ
い
て

第
五
九
回
（
十
一
月
二
十
三
日
）

資
治
通
鑑
の
世
界
へ
の
序
章
三
浦
園
雄

第
六

O
回
（
十
二
月
十
四
日
）

中
国
学
研
究
回
顧
森
三
樹
三
郎

【
昭
和
田
十
五
年
こ
九
七

O
）】

第
六
一
回
（
二
月
八
日
）

仁
斎
学
の
個
人
的
性
格
と
家
学
的
性
格

第
六
二
回
（
四
月
十
九
日
）

孔
子
の
仁
に
つ
い
て
鈴
木
喜
一

第
六
三
回
（
五
月
十
七
日
）

資
治
通
鑑
に
つ
い
て
三
浦
園
雄

第
六
四
回
（
六
月
二
十
八
日
）

久
場
真
樹

( 29 ) 

三
宅
正
彦



李
大
剣
の
「
時
間
」
概
念
に
つ
い
て

第
六
五
回
（
七
月
二
十
六
日
）

論
語
の
話
し
木
村
英
一

第
六
六
回
（
九
月
二
十
七
日
）

「
反
訓
」
に
つ
い
て
林
博
之

第
六
七
回
（
十
月
二
十
五
日
）

《
呂
氏
春
秋
と
い
う
書
物
が
持
つ
三
つ
の
性
格
に
つ
い
て
》

l
E氏
春
秋
研
究
・
そ
の
一
｜
伊
藤
計

第
六
八
回
（
十
二
月
六
日
）

日
本
儒
教
雑
感
西
国
太
一
郎

河
田
悌

【
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
ご
】

第
六
九
回
（
一
月
三
十
一
日
）

話
康
に
つ
い
て
平
木
康
平

第
七

O
回
（
三
月
三
十
一
日
）

元
横
〈
連
昌
宮
調
）
之
研
究
前
川
幸
雄

第
七
一
回
（
四
月
二
十
四
日
）

最
近
の
台
湾
に
つ
い
て
秋
田
成
明

第
七
二
回
（
五
月
二
十
九
日
）

王
安
石
の
「
周
官
新
義
」
研
究
（
続
）

第
七
三
回
（
六
月
二
十
七
日
）

圧
司
荘

論
語
成
立
の
疑
問
点
金
戸
守

第
七
四
回
（
七
月
二
十
四
日
）

意
枚
の
哲
学
本
田
済

第
七
五
回
（
九
月
二
十
五
日
）

森
三
樹
三
郎
著
「
上
古
よ
り
漢
代
に
至
る
性
命
観
の
展
開
」

を
読
ん
で
田
中
利
明

第
七
六
回
（
十
一
月
六
日
）

ウ
ェ

l
パ
l
の
宗
教
社
会
学
の
諸
問
題
に
つ
い
て

木
全
徳
雄

第
七
七
回
（
十
二
月
五
日
）

鄭
の
子
産
と
晋
の
叔
向

( 30 ) 

安
本
博

【
昭
和
四
十
七
年
二
九
七
二
）
】

第
七
八
回
（
一
月
二
十
九
日
）

語
嗣
同
の
「
仁
学
」
思
想
に
つ
い
て

第
七
九
回
（
三
月
二
十
五
日
）

中
国
思
想
と
西
欧
思
想
の
接
点
に
於
け
る
林
語
堂

尾
崎
和
子

第
八

O
回
（
四
月
二
十
二
日
）

中
国
思
想
研
究
に
つ
い
て
の
提
案

第
八
一
回
（
五
月
二
十
日
）

田
辺
秀
夫

木
村
英



中
国
哲
学
研
究
者
の
任
務
と
課
題
｜
文
革
後
の
中
国
の
儒
教

批

判

を

め

ぐ

っ

て

｜

岩

佐

昌

暗

第
八
二
回
（
六
月
二
十
四
日
）

京

都

支

那

学

の

送

喪

加

地

伸

行

第
八
三
回
（
七
月
二
十
二
日
）

古

典

中

国

の

家

族

道

徳

野

村

茂

夫

第
八
四
回
（
九
月
二
十
三
日
）

読

左

伝

田

上

泰

昭

第
八
五
回
（
十
二
月
三
日
）

六

朝

文

化

の

性

格

村

上

嘉

賓

【
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
】

第
八
六
回
（
一
月
二
十
七
日
）

ひ

と

つ

の

夷

秋

論

日

原

利

国

第
八
七
回
（
二
月
二
十
四
日
）

康
有
為
か
ら
章
煩
麟
ヘ

l
近
代
へ
の
転
生
｜

第
八
八
回
（
四
月
二
十
八
日
）

意
味
血
脈
説
と
人
情
説
｜
仁
斎
学
の
原
点
｜

第
八
九
回
（
五
月
二
十
七
日
）

夏
小
正
の
欠
落
に
つ
い
て
の
一
考
察

第
九

O
回
（
六
月
二
十
三
日
）

、、『
P
A
P

－一
w

A
川

J
京市
1

手
広

三
宅
正
彦

久
保
田
剛

陽
明
の
思
想
に
関
す
る
一

第
九
一
回
（
七
月
二
十
一
日
）

杜
甫
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
黒
川
洋
一

第
九
二
回
（
九
月
二
十
二
日
）

孟
仲
季
月
令
と
十
二
月
令
に
つ
い
て

第
九
三
回
（
十
一
月
十
日
）

西
周
か
ら
東
周

l
尚
書
「
文
侯
之
命
」
の
背
景

第
九
四
回
（
十
二
月
九
日
）

パ
リ
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
者
会
議
に
出
席
し
て

本
田
済
・
坂
出
祥
伸

台
湾
省
に
於
け
る
学
術
事
情
に
つ
い
て

－
二
の
考
察

大
西
晴
隆

伊
藤
計

レ
」
＋
1
勾
史
円
H

J
I寸
4
A
q，
戸
広
目
世
ず
す
や

、‘，，ー内‘u，，‘、

加
地
伸
行

【
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
】

第
九
五
回
（
一
月
二
十
七
日
）

海
外
奇
談
と
唐
話
学
水
滞
伝
｜
八
犬
伝
｜
海
外
奇
談

小
林
祥
浩

第
九
六
回
（
三
月
二
十
一
日
）

漢
代
の
自
然
観
の
一
面
｜
董
仲
許
の
説
を
中
心
と
し
て
｜

田
中
麻
紗
巳

第
九
七
回
（
四
月
二
十
一
日
）

古
代
中
国
の
自
然
法
思
想

山
口
久
和



第
九
八
回
（
六
月
八
日
）

窮
理
持
敬
花
崎
隆
一
郎

第
九
九
回
（
七
月
二
十
一
日
）

保
守
的
革
命
家
｜
章
柄
麟
河
田
悌
一

第
一

O
O
回
（
八
月
二
十
八
日

1
二
十
九
日
）

百
回
記
念
大
会
（
山
陰
城
崎
に
て
）

第
一

O
一
回
（
九
月
二
十
一
日
）

論

皮

日

休

本

田

済

第
一

O
二
回
（
十
一
月
九
日
）

紹
介
一
西
田
太
一
郎
博
士
著
『
中
国
刑
法
史
研
究
』
（
岩
波
書
店
）

日
原
利
国

第
一

O
三
回
（
十
二
月
八
日
）

盗
賊
・
瀞
侠
な
ど
に
つ
い
て

竹
内
照
夫

【
昭
和
五
十
年
二
九
七
五
）
】

第
一

O
四
回
（
一
月
二
十
五
日
）

変
態
白
話
に
み
る
江
戸
文
人
の
用
字
意
識

第
一

O
五
回
（
二
月
十
五
日
）

『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
お
け
る
知
識
と
言
葉

第
一

O
六
回
（
四
月
二
十
六
日
）

文
革
の
意
義
に
つ
い
て
久
場
真
樹

小
林
祥
浩

池
田
知
久

第
一

O
七
回
（
五
月
三
十
一
日
）

買
遣
の
主
張
に
つ
い
て
｜
後
漢
春
秋
家
の
一
側
面
｜

田
中
麻
紗
巳

第
一

O
八
回
（
六
月
二
十
一
日
）

王
陽
明
の
孝
観
小
林
和
彦

第
一

O
九
回
例
会
（
七
月
十
九
日
）

『
孟
子
｛
子
義
疏
証
』
の
認
識
論
橋
本
高
勝

第
一
一

O
回
（
九
月
二

O
日）

「
自
然
」
と
「
因
縁
」
若
槻
俊
秀

書
評
一
大
演
暗
『
中
国
・
歴
史
・
運
命
｜
史
記
と
史
通

l
』

（
勤
草
書
房
）
加
地
伸
行

第
一
一
一
回
（
十
一
月
八
日
）

杜
詩
「
幽
」
字
考

l
社
甫
の
自
然
観
黒
川
洋
一

第
一
一
一
一
回
（
一
二
月
七
日
）

安
藤
昌
益
の
儒
学
的
環
境
三
宅
正
彦

訪
中
ス
ラ
イ
ド
橋
本
高
勝

、‘，，m，ι
 

内
edw，，E
、

【
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
】

第
一
一
三
回
（
一
月
二
十
四
日
）

清
末
の
保
守
主
義
小
林
武

第
一
一
四
回
（
二
月
二
十
九
日
）



米
市
の
人
と
芸
術
杉
村
邦
彦

第
一
一
五
回
（
四
月
二
十
四
日
）

説
源
の
書
古
微
｜
今
文
経
学
の
一
側
面
｜

第
一
一
六
回
（
五
月
三
十
日
）

秦
の
墨
家
集
団
堤
保
仁

第
一
一
七
回
（
六
月
二
十
六
日
）

段
玉
裁
の
研
究
木
下
銭
矢

第
一
一
八
回
（
九
月
二
十
五
日
）

日
原
著
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』
｜
紹
介
と
批
評

後
藤
延
子

第
一
一
九
回
（
十
月
三
十
日
）

『
国
語
』
に
お
け
る
西
周
記
事
の
性
格
周
語
上
・
九
章
と

鄭

語

田

上

泰

昭

第
一
二

O
回
（
十
二
月
二
十
一
日
）

メ
キ
シ
コ
国
際
東
洋
学
者
会
議
報
告

河
田
悌
一
・
平
木
康
平

イ
ン
ド
仏
蹟
報
告
若
槻
俊
秀

レ
い
↓
刈
d
hユミ

nu

J
1
4
ふ
ふ
q

’E
ト
L
F
f
T
干

【
昭
和
五
十
二
年
こ
九
七
七
）
】

第
二
二
回
（
一
月
二
十
九
日
）

王
船
山
の
哲
学
山
口
久
和

第
一
二
二
回
（
三
月
二
十
六
日
）

董
仲
静
か
ら
「
春
秋
繁
露
」
へ

第
一
二
三
回
（
四
月
二
十
三
日
）

買
誼
鵬
鳥
眠
に
つ
い
て
｜
荘
子
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
｜

田
中
麻
紗
巳

第
一
二
四
回
（
五
月
十
四
日
）

坂
出
訳
『
大
同
書
』
（
明
徳
出
版
社
）
書
評
康
有
為
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
の
性
格
橋
本
高
勝

第
一
二
五
回
（
六
月
二
十
五
日
）

弘
法
大
師
と
『
荘
子
』

l
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
み
ら
れ

る
『
荘
子
』
の
影
響
｜
静
慈
園

第
一
二
六
回
（
七
月
三
十
一
日
）

曽
国
藩
｜
日
記
を
中
心
と
し
て

l

本
田
済

第
一
二
七
回
（
九
月
二
十
四
日
）

易
伝
に
お
け
る
剛
柔
と
陰
陽
今
井
字
三
郎

第
一
二
八
回
（
十
一
月
十
九
日
）

韓
愈
の
「
論
語
筆
解
」
に
つ
い
て

第
一
二
九
回
（
十
二
月
四
日
）

チ
ベ
ッ
ト
報
告
庄
司
荘
一

伊
藤
計

、‘，，
内
‘

u
a
‘“
 ，t
、

田
中
利
明

【
昭
和
五
十
三
年
こ
九
七
八
）
】



第
一
三

O
回
（
一
月
二
十
八
日
）

詩
経
の
方
社
の
祭
り
に
つ
い
て

第
一
＝
二
回
（
二
月
十
八
日
）

中

国

紀

行

黄

済

清

第
一
三
二
回
（
四
月
二
十
二
日
）

清
代
学
術
の
一
側
面
朱
笥
、
部
晋
酒
、
洪
亮
吉
、
そ
し
て

章
学
誠
｜
河
田
悌
一

第
二
二
三
回
（
五
月
二
十
日
）

定

謙

之

道

教

考

尾

崎

正

治

第
一
三
四
回
（
六
月
十
七
日
）

四
人
組
時
代
の
中
国
で
生
活
し
て
岩
佐
昌
陣

第
一
三
五
回
（
七
月
二
十
二
日
）

「
十
大
関
係
を
論
ず
」
に
つ
い
て
久
場
真
樹

第
一
三
六
回
（
九
月
三
十
日
）

「
孟
子
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜
《
大
人
》
と
《
小
人
》
｜

伊
藤
計

第
一
三
七
回
（
十
一
月
十
八
日
）

魯
季
敬
美
考
田
上
泰
昭

第
一
三
八
回
（
十
二
月
三
日
）

宣
和
書
譜
に
つ
い
て
日
原
利
国

藤
田
忠

【
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
】

第
一
三
九
回
（
一
月
二
十
七
日
）

漢
書
に
於
け
る
時
に
つ
い
て
北
村
良
和

第
一
四

O
回
（
三
月
二
十
四
日
）

馬
融
に
つ
い
て
池
田
秀
三

第
一
四
一
回
（
四
月
二
十
八
日
）

准
南
子
の
成
立
｜
史
記
と
漢
書
の
検
討
｜

第
一
四
二
回
（
五
月
二
十
六
日
）

隠

と

逸

神

楽

岡

昌

俊

第
一
四
三
回
（
六
月
三
十
日
）

漢
初
に
お
け
る
「
老
子
」
の
意
義
に
つ
い
て

第
一
四
四
回
（
八
月
二
十
五
日
）

論

語

の

始

原

金

戸

守

第
一
四
五
回
（
九
月
二
十
九
日
）

馬
王
堆
漢
墓
出
土
導
引
図
を
め
ぐ
っ
て

第
一
四
六
回
（
十
一
月
四
日
）

読

雌

菰

集

本

田

済

第
一
四
七
回
（
十
二
月
八
日
）

激
石
の
「
木
屑
録
」
と
子
規
の
批
評

【
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八

O
）】

池
田
知
久

西
川
靖
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坂
出
祥
伸

圧
司
荘



第
一
四
八
回
（
一
月
二
十
六
日
）

春
秋
公
羊
伝
何
休
注
の
意
図
｜
災
異
解
釈
か
ら
の
考
察
｜

田
中
麻
紗
巳

第
一
四
九
回
（
二
月
二
十
三
日
）

院
籍
の
楽
論
に
つ
い
て
石
川
徹

第
一
五

O
回
（
三
月
二
十
七
日
）

例
会
一
五

O
回
記
念
行
事
の
た
め
研
究
発
表
な
し

第
一
五
一
回
（
四
月
二
十
六
日
）

漢
初
の
天
人
合
一
思
想
と
そ
の
系
譜
斎
木
哲
郎

第
一
五
二
回
（
五
月
三
十
一
日
）

論
語
鼎
勾
の
考
察
宮
内
徳
雄

第
一
五
三
回
（
六
月
二
十
八
日
）

但
徳
学
に
お
け
る
社
会
と
人
間
相
見
英
咲

第
一
五
四
回
（
八
月
三
十
日
）

「
史
通
」
疑
古
篇
に
就
い
て
福
島
正

第
一
五
五
回
（
九
月
二
十
七
日
）

清
朝
人
と
道
教
本
田
済

第
一
五
六
回
（
十
一
月
十
五
日
）

春
秋
左
氏
伝
の
結
末
と
越
記
事
｜
夷
査
の
覇
者
へ
の
対
応
｜

田
上
泰
昭

第
一
五
七
回
（
十
二
月
七
日
）

張
載
の
思
想
に
つ
い
て

l
「
天
」
と
「
聖
」

木
下
銭
矢

【
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
ご
】

第
一
五
八
回
（
一
月
三
十
一
日
）

段
西
周
の
小
子
に
つ
い
て
｜
甲
骨
金
文
を
中
心
に
し
て

木
村
秀
海

第
一
五
九
回
（
三
月
二
十
八
日
）

斎
魯
と
山
東
省
西
田
太
一
郎

第
一
六

O
回
（
五
月
二
日
）

梁
激
漢
の
仏
教
的
人
生
観
「
究
元
決
義
論
」
を
中
心
に

l

後
藤
延
子

第
二
ハ
一
回
（
六
月
二
十
七
日
）

王
弼
に
つ
い
て
野
間
和
則

第
一
六
二
回
（
九
月
二
十
六
日
）

但
彼
の
政
治
論
と
但
徳
学
派
の
展
開
｜
「
聖
人
の
道
」
論
か

ら
「
老
子
の
道
」
論
へ
｜
相
見
英
咲

第
一
六
三
回
（
十
一
月
七
日
）

漢
初
の
社
会
動
向
と
春
秋
公
羊
学
斎
木
哲
郎

第
一
六
四
回
（
十
二
月
五
日
）

ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
｜
ス
ラ
イ
ド
に
て
｜

【
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
】

、‘，，r司角‘“．，，‘、

河
田
悌



第
一
六
五
回
（
二
月
六
日
）

偽
古
文
尚
書
作
者
考
野
村
茂
夫

第
一
六
六
回
（
四
月
二
十
四
日
）

周
易
正
義
に
み
え
る
道
教
的
思
想
に
つ
い
て

第
二
ハ
七
回
（
六
月
五
日
）

鴎

冠

子

の

思

想

大

形

徹

第
一
六
八
回
（
七
月
三
日
）

道
士
｜
在
家
か
ら
出
家
へ
｜
尾
崎
正
治

第
一
六
九
回
（
七
月
三
十
一
日
）

銭

謙

益

の

哲

学

本

田

済

第
一
七

O
回
（
九
月
十
八
日
）

「
当
断
不
断
・
反
受
其
乱
」
｜
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
の
語
な
ど

を
め
ぐ
っ
て
｜
田
中
麻
紗
巳

第
一
七
一
回
（
十
一
月
六
日
）

部
晋
酒
の
歴
史
学
福
嶋
正

第
一
七
二
回
（
十
二
月
四
日
）

江
南
の
旅
田
中
利
明
・
中
村
圭
爾

池
田
秀
三

【
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
】

第
一
七
三
回
（
一
月
二
十
九
日
）

古
卦
変
説
の
整
理
に
つ
い
て

花
崎
隆
一
郎

第
一
七
四
回
（
二
月
二
十
六
日
）

形
声
文
字
の
成
立
に
つ
い
て

第
一
七
五
回
（
四
月
二
十
三
日
）

秦
の
法
と
社
会
｜
雲
夢
秦
簡
研
究
序
説
｜

第
一
七
六
回
（
五
月
二
十
八
日
）

「
洞
真
部
」
概
説
野
間
和
則

第
一
七
七
回
（
六
月
二
十
五
日
）

彰
祖
伝
説
と
《
彰
祖
経
》
｜
中
国
古
代
の
養
生
思
想
｜

坂
出
祥
伸

第
一
七
八
回
（
七
月
三
十
日
）

『
准
南
子
』
と
従
横
家
思
想
向
井
哲
夫

第
一
七
九
回
（
十
月
八
日
）

朱
子
と
古
代
文
化
山
下
知
樹

第
一
八

O
回
（
十
一
月
十
九
日
）

萄
勧
の
音
律
説
の
意
義
に
つ
い
て

第
一
八
一
回
（
十
二
月
三
日
）

『
管
子
』
軽
重
篇
に
つ
い
て

大
川
俊
隆

湯
浅
邦
弘

、‘．，P目‘‘u
 

，，E

、

児
玉
憲
明

金
谷
治

【
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
】

第
一
八
二
回
（
一
月
二
十
一
日
）

部
晋
酒
と
『
続
資
治
通
鑑
』

福
島
正



第
一
八
三
回
・
一
八
四
回
（
二
月
二
十
五
日
）

曽
子
の
実
像
と
虚
像
｜
戦
国
末
期
に
お
け
る
孝
思
想
の
拡
大

発
展
の
過
程
に
お
い
て
｜
衣
笠
勝
美

自
著
『
山
片
幡
桃
「
夢
の
代
」
と
生
涯
』
プ
ロ
ロ
ー
グ

宮
内
徳
雄

第
一
八
五
回
（
四
月
二
十
八
日
）

行
動
の
任
侠
的
原
理
と
“
社
会
”
意
識
に
つ
い
て
｜

小
林
武

第
一
八
六
回
（
五
月
二
十
六
日
）

葉
水
心
の
立
場
庄
司
荘
一

第
一
八
七
回
（
七
月
十
四
日
）

会
意
字
と
「
偏
穿
添
加
｛
子
」
の
区
別
大
川
俊
隆

第
一
八
八
回
（
八
月
四
日
）

五
代
の
詩
人
た
ち
本
田
済

第
一
八
九
回
（
九
月
二
十
九
日
）

『
老
子
想
爾
注
』
に
つ
い
て
褒
谷
邦
夫

第
一
九

O
回
（
十
月
二
十
七
日
）

親
轄
の
学
問
に
つ
い
て
山
下
知
樹

第
一
九
一
回
（
十
二
月
八
日
）

気
功
と
道
教
三
浦
園
雄

【
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
】

第
一
九
二
回
（
一
月
十
九
日
）

王
陽
明
の
「
五
歳
不
能
言
」
に
つ
い
て
の
管
見
ー
そ
の
伝
記

へ

の

一

視

点

小

林

和

彦

第
一
九
三
回
（
二
月
二
十
三
日
）

マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
の
ソ

l
ロ
ラ

l
ト
婚
論
に
つ
い
て
｜
昭

穆
制
と
は
何
か
｜
北
村
良
和

第
一
九
四
回
（
三
月
二
十
三
日
）

墨
家
思
想
の
宗
教
性
に
つ
い
て
奈
良
行
博

第
一
九
五
回
（
四
月
二
十
七
日
）

星
の
流
れ
左
伝
の
占
星
術
｜
塩
出
雅

第
一
九
六
回
（
五
月
二
十
五
日
）

『
太
平
経
』
の
再
出
に
つ
い
て
前
田
繁
樹

第
一
九
七
回
（
六
月
二
十
二
日
）

吊
書
「
五
行
篇
」
の
思
想
史
的
位
置
｜
儒
家
に
よ
る
天
へ
の

接

近

浅

野

裕

一

第
一
九
八
回
（
七
月
二
十
日
）

腸
前
五
行
説
考
林
克

第
一
九
九
回
・
二

O
O
回
（
八
月
二
十
六
・
二
十
七
日
）

P

｜
｜
例
会
二
百
回
記
念
旅
行
（
鳥
取
県
三
朝
）
｜
｜

例
会
二
百
回
を
顧
み
て
野
村
茂
夫
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第
二

O
一
回
（
九
月
二
十
八
日
）

明
代
復
古
派
詩
説
の
思
想
的
意
義

第
二

O
二
回
（
十
月
二
十
六
日
）

『
荘
子
』
天
下
篇
の
田
耕
、
慎
到
関
係
文
の
意
味
に
つ
い
て

向
井
哲
夫

第
二

O
三
回
（
十
二
月
七
日
）

第
四
回
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
東
洋
学
部
会
（
パ
リ
）
に

出
席
し
て
（
附
）
中
国
近
現
代
哲
学
討
論
会
（
広
州
）
の
報
告

坂
出
祥
伸

山
口
久
和

【
昭
和
六
十
一
年
二
九
八
六
）
】

第
二

O
四
回
（
一
月
二
十
五
日
）

意
識
と
工
夫
｜
程
伊
川
の
工
夫
論
に
つ
い
て
｜

第
二

O
五
回
（
三
月
二
十
二
日
）

股
代
の
戦
争
犠
牲
者
に
つ
い
て
末
次
信
行

第
二

O
六
回
（
四
月
二
十
六
日
）

茅
山
参
拝
記
奈
良
行
博

山
片
幡
桃
と
福
沢
諭
吉
宮
内
徳
雄

第
二

O
七
回
（
五
月
三
十
一
日
）

伊
藤
仁
斎
の
初
期
思
想
御
霊
信
仰
・
在
家
往
生
思
想
・
臨

済
禅
を
基
礎
に
し
て
｜
三
宅
正
彦

中
純
夫

第
二

O
八
回
（
六
月
二
十
一
日
）

西
周
時
代
の
代
訴
・
越
訴
記
録

第
二

O
九
回
（
七
月
五
日
）

福
建
省
の
朱
子
遺
蹟
に
つ
い
て

第
二
一

O
回
（
八
月
三
十
日
）

「
性
命
古
訓
」
に
つ
い
て
橋
本
高
勝

第
二
一
一
回
（
九
月
二
十
日
）

太
宰
春
台
と
仏
教
若
槻
俊
秀

第
二
一
二
回
（
十
一
月
一
日
）

虚
植
に
つ
い
て
｜
後
漢
礼
学
史
へ
の
覚
書
｜

第
二
二
二
回
（
十
二
月
七
日
）

台
湾
宗
教
事
情
平
木
康
平

木
村
秀
海

宇
野
茂
彦

【
昭
和
六
十
二
年
二
九
八
七
）
】

第
二
一
四
回
（
二
月
二
十
八
日
）

後
起
偏
芳
「
口
」
添
加
諸
字
の
検
討

第
二
一
五
回
（
四
月
二
十
五
日
）

孟
子
の
義
に
つ
い
て
｜
研
究
史
的
観
点
か
ら
｜

吉
永
慎
二
郎

第
二
二
ハ
回
（
五
月
三
十
日
）

近
世
初
期
の
日
本
儒
学
に
つ
い
て

大
川
俊
隆

井
上
順
理

池
田
秀
三

( 38 ) 



第
二
一
七
回
（
六
月
二
十
七
日
）

漢
六
朝
墓
の
明
器
｜
と
く
に
江
南
出
土
六
朝
墓
を
中
心
に

l

中
村
圭
爾

第
二
一
八
回
（
七
月
二
十
五
日
）

呂
氏
春
秋
の
養
生
思
想
に
つ
い
て
島
一

第
二
一
九
回
（
八
月
二
十
九
日
）

『
列
子
』
の
思
想
的
特
色
に
つ
い
て
浅
野
裕
一

第
二
二

O
回
（
九
月
二
十
六
日
）

『
列
仙
伝
』
の
薬
物
と
『
神
農
本
草
経
』

第
二
一
一
一
回
（
十
一
月
二
十
一
日
）

朱
子
『
易
本
義
』
の
卦
変
説
に
つ
い
て

第
二
二
二
回
（
十
二
月
十
二
日
）

梅

鷲

と

閤

若

壕

野

村

茂

夫

大
形
徹

花
崎
隆
一
郎

【
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
】

第
二
二
三
回
（
一
月
）

何
休
『
春
秋
公
羊
解
詰
』
の
「
太
平
」
に
つ
い
て

田
中
麻
紗
巳

第
二
二
四
回
（
二
月
）

王
棲
霞
と
そ
の
時
代
｜
五
代
道
教
の
基
礎
的
研
究
｜

坂
内
栄
夫

第
二
二
五
回
（
四
月
）

道
蔵
目
録
詳
注
私
考

第
二
二
六
回
（
五
月
）

大
槻
磐
渓
の
経
学

第
二
二
七
回
（
六
月
）

孟
子
の
仁
ー
そ
の
理
念
的
性
格
｜

第
二
二
八
回
（
七
月
）

朱
子
の
認
識
論
｜
窮
理
と
鈴
然
貫
通
｜

第
二
二
九
回
（
八
月
）

太

田

錦

城

の

考

証

学

金

谷

治

第
二
三

O
回
（
十
月
）

春
秋
左
伝
の
衛
記
事
田
上
泰
昭

第
二
三
一
回
（
十
一
月
）

厳
遵
の
道
徳
指
帰
論
に
つ
い
て

第
二
三
二
回
（
十
二
月
）

清
代
漢
学
の
成
立
に
つ
い
て 尾

崎
正
治

庄
司
荘

吉
永
慎
二
郎

吾
妻
重
二

( 39 ) 

武
田
秀
夫

橋
本
高
勝

【
昭
和
六
四
年
・
平
成
元
年
二
九
八
九
）
】

第
二
三
三
回
（
一
月
）

般
周
連
続
の
一
側
面

第
二
三
四
回
（
三
月
）

末
次
信
行



六
朝
時
代
に
お
け
る
至
人
の
諸
相

第
二
三
五
回
（
四
月
）

江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
中
間
的
文
化
層
の
特
性

｜
安
藤
昌
益
の
場
合
｜
三
宅
正
彦

第
二
三
六
回
（
五
月
）

『
論
語
』
里
仁
篇
首
章
の
読
み
換
え
と
孟
子
の
論
理

吉
永
慎
二
郎

第
二
三
七
回
（
六
月
）

中
国
の
五
岳
と
五
廟
奈
良
行
博

第
二
三
八
回
（
八
月
）

大
津
皇
子
と
金
聖
嘆
・
成
三
問

ー
日
中
朝
の
臨
終
詩
の
系
譜
｜
浜
政
博
司

第
二
三
九
回
（
九
月
）

朱
子
学
と
陽
明
学
の
諸
問
題
柳
田
裕
延

第
二
四

O
回
（
十
一
月
）

詩
の
思
想
と
詩
作
・
鑑
賞
に
つ
い
て

第
二
四
一
回
（
十
二
月
）

古

代

の

夢

塩

出

雅

石
橋
成
康

黄
済
清

日
氏
春
秋
の
公
と
私
に
つ
い
て

第
二
四
三
回
（
四
月
）

萄
子
に
お
け
る
知
の
問
題
天
人
合
一
思
惟
を
め
ぐ
っ
て

吉
永
慎
二
郎

第
二
四
四
回
（
五
月
）

『
左
伝
』
の
「
心
」
に
つ
い
て
安
本
博

第
二
四
五
回
（
六
月
）

『
塩
鉄
論
』
に
み
え
る
『
論
語
』
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て

中
F

咽
慎

戸
H
J
4

－nq，s－』

第
二
四
六
回
（
七
月
）

閤

若

壕

の

弁

偽

学

寛

敦

第
二
四
七
回
（
八
月
）

欧
米
に
お
け
る
養
生
思
想
の
研
究
坂
出
祥
仲

第
二
四
八
回
（
九
月
）

墨

子

の

論

理

学

原

田

高

明

第
二
四
九
回
（
十
一
月
）

『
史
記
』
秦
本
紀
考
｜
司
馬
遷
は
な
ぜ
「
秦
本
紀
」
を
立
て

た

の

か

｜

福

島

正

第
二
五

O
回
記
念
例
会
（
十
二
月
）

読

真

西

山

文

集

本

田

済

西
川
靖
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【
平
成
二
年
こ
九
九

O
）

】

第
二
四
二
回
（
一
月
）



【
平
成
三
年
（
一
九
九
ご
】

第
二
五
一
回
（
一
月
十
九
日
）

『
因
明
論
三
三
過
』
と
『
因
明
三
三
過
本
作
法
』

原
田
高
明

第
二
五
二
回
（
二
月
二
十
三
日
）

新
理
学
の
形
成
！
鴻
友
蘭
と
新
実
在
論
吾
妻
重
二

第
二
五
三
回
（
四
月
二
十
七
日
）

荘
子
と
神
話
武
田
秀
夫

第
二
五
四
回
（
六
月
一
日
）

徐
階
研
究
｜
王
門
の
講
学
活
動
中
純
夫

第
二
五
五
回
（
六
月
二
十
二
日
）

南
朝
の
帝
・
王
陵
墓
と
墓
前
の
石
刻
中
村
圭
爾

第
二
五
六
回
（
七
月
二
十
七
日
）

韓
愈
研
究
の
諸
問
題
岸
田
知
子

第
二
五
七
回
（
八
月
三
十
一
日
）

『
殿
代
気
象
卜
辞
の
研
究
』
と
派
生
問
題

ー
数
を
重
ん
じ
る
思
想
に
つ
い
て
｜
末
次
信
行

第
二
五
八
回
（
九
月
二
十
八
日
）

董
仲
錦
町
に
お
け
る
物
と
心
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

宇
佐
美
一
博

第
二
五
九
回
（
十
一
月
二
十
三
日
）

荘
子
の
大
市
無
用
に
つ
い
て

第
二
六

O
回
（
十
二
月
七
日
）

太
古
の
こ
と
は
滅
び
た
り

l
楊
朱
の
反
歴
史
主
義
｜

浅
野
裕
一

鈴
木
喜

【
平
成
四
年
こ
九
九
二
）
】

第
二
六
一
回
（
一
月
十
八
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

荘
子
の
思
想
の
多
様
性
原
田
高
明

第
二
六
二
回
（
三
月
二
十
八
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

中
国
古
代
の
葬
制
と
仙
説
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

大
形
徹

第
二
六
三
回
（
五
月
三
十
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

雲
南
の
道
教
遺
跡
｜
ス
ラ
イ
ド
付
き
｜
奈
良
行
博

第
二
六
四
回
（
六
月
二
十
日
長
岡
京
市
中
央
公
民
館
）

日
本
思
想
史
研
究
に
お
け
る
朱
子
学
理
解
の
展
開

三
宅
正
彦

第
二
六
五
回
（
七
月
二
十
五
日
長
岡
京
市
中
央
公
民
館
）

朱
子
の
修
養
論
（
『
孟
子
』
解
釈
を
と
り
あ
げ
つ
つ
解
説
す
る
）

柳
田
裕
延

第
二
六
六
回
（
八
月
二
十
九
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

「
歓
」
字
再
論
木
村
秀
海
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第
二
六
七
回
（
九
月
二
十
七
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

毛
伝
・
鄭
筆
の
な
か
の
動
物
観
小
林
清
市

第
二
六
八
回
（
十
一
月
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

続
孔
子
・
顔
回
と
荘
子
荘
周
の
思
想
の
源
流
に
関
す
る
一

卑

見

衣

笠

勝

美

第
二
六
九
回
（
十
二
月
六
日
京
都
堀
川
会
館
）

儒
教
と
風
水
の
国
・
韓
国
で
考
え
た
こ
と
（
ス
ラ
イ
ド
付
き
）

坂
出
祥
伸

【
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
】

第
二
七

O
回
（
一
月
三
十
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

『
家
隷
万
象
名
義
』
考
空
海
の
「
辞
書
」
を
読
む

岸
田
知
子

第
二
七
一
回
（
四
月
二
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

漢
代
の
落
首
・
童
謡
が
語
る
も
の
串
田
久
治

第
二
七
二
回
（
五
月
二
十
九
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

甲
骨
文
「
舌
」
字
考
馬
越
靖
史

第
二
七
三
回
（
六
月
二
十
六
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

安
藤
目
益
「
私
制
字
書
巻
」
に
つ
い
て
『
字
葉
』
批
判
に

み
る
目
益
の
漢
字
論
｜
古
藤
友
子

第
二
七
四
回
（
七
月
二
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

王
安
石
の
『
老
子
』
解
釈
井
津
耕
一

第
二
七
五
回
（
八
月
二
十
八
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

前
漢
に
お
け
る
「
春
秋
の
義
」
に
つ
い
て
田
中
麻
紗
巳

第
二
七
六
回
（
十
月
二
十
三
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

詩
注
の
学
に
つ
い
て
山
口
久
和

第
二
七
七
回
（
十
一
月
二
十
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

章
煩
麟
に
お
け
る
〈
我
〉
の
意
識
小
林
武

第
二
七
八
回
（
十
二
月
四
日
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
）

「
意
存
筆
先
」

l
無

と

有

の

立

場

村

上

嘉

賞

【
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
】

第
二
七
九
回
ご
月
二
十
二
日
関
西
大
学
百
周
年
記
念
会
館
）

「
山
月
記
」
「
李
陵
」
｜
中
島
敦
の
漢
文
受
容
及
『
李
陵
』
の
題
名

斎
藤
勝

第
二
八

O
回
（
三
月
二
十
六
日
茨
木
市
福
祉
会
館
）

『
戊
成
後
康
有
為
梁
啓
超
輿
維
新
派
国
際
学
術
研
討
会
』
に

参

加

し

て

柴

田

幹

夫

第
二
八
一
回
（
四
月
二
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

『
礼
記
』
楽
記
篇
に
お
け
る
感
情
の
問
題
と
音
楽
教
化
論

橋
本
昭
典

第
二
八
二
回
（
吹
田
市
民
会
館
）
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李
朝
の
経
世
観
｜
「
復
性
書
」
と

通

し

て

｜

山

口

澄

子

第
二
八
三
回
（
五
月
二
十
五
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

賀
麟
の
知
行
合
一
論
後
藤
延
子

第
二
八
四
回
（
七
月
二
十
三
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

敦
埋
の
風
水
文
書
宮
崎
順
子

第
二
八
五
回
（
八
月
二
十
二
日
皇
学
館
大
学
神
道
博
物
館
）

洪

範

再

論

野

村

茂

夫

第
二
八
六
回
（
九
月
十
七
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

『
史
通
』
と
『
資
治
通
鑑
』
福
島
正

第
二
八
七
回
（
十
一
月
二
十
六
日
関
西
学
院
大
学
池
内
記
念
館
）

内
藤
湖
南
所
蔵
甲
骨
金
文
関
係
文
献
（
内
藤
戊
申
旧
蔵
）
を

め
ぐ
っ
て

・
関
西
学
院
大
学
図
書
館
購
入
の
経
緯
木
村
秀
海

・
湖
南
と
金
文
学
馬
越
靖
史

－
湖
南
と
甲
骨
学
末
次
信
行

第
二
八
八
回
（
十
二
月
十
日

K
K
R
京
都
く
に
荘
）

「
父
子
有
親
」
に
つ
い
て
鈴
木
喜
一

「
平
賦
書
」
と
の
比
較
を

【
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
】

第
二
八
九
回
（
一
月
二
十
八
日

茨
木
市
市
民
会
館
）

東
涯
「
卦
変
考
」
に
つ
い
て
花
崎
隆
一
郎

第
二
九

O
回
（
三
月
二
十
五
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

陳
柄
現
と
『
新
時
代
』
（
一
九
二
三
年
）
に
つ
い
て

｜
中
国
の
プ
レ
ヒ
ト

l

浜
田
直
也

第
二
九
一
回
（
四
月
二
十
二
日
長
岡
京
市
中
央
公
民
館
）

郭
象
の
思
想
に
つ
い
て
武
田
秀
夫

第
二
九
二
回
（
五
月
二
十
七
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

私
の
中
哲
研
究
の
回
顧
と
現
在
庄
司
荘
一

第
二
九
三
回
（
六
月
十
七
日
関
西
大
学
百
周
年
記
念
会
館
）

図
入
り
類
書
『
図
書
編
』
の
成
立
に
つ
い
て

矢
羽
野
隆
男

第
二
九
四
回
（
七
月
二
十
九
日
長
岡
京
市
中
央
公
民
館
）

黄
帝
内
経
に
於
け
る
「
狂
」
に
つ
い
て
佐
藤
実

第
二
九
五
回
（
八
月
二
十
六
日
吹
田
市
市
民
会
館
）

老
子
化
胡
説
の
展
開
前
田
繁
樹

第
二
九
六
回
（
九
月
九
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

晩
唐
の
隠
逸
思
想
無
名
氏
作
『
元
能
子
』
を
中
心
に
｜

山
口
澄
子

第
二
九
七
回
（
十
一
月
十
八
日
大
谷
大
学
博
綜
館
）

論
語
「
民
可
使
由
之
、
不
可
使
知
之
」
章
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

若
槻
俊
秀

第
二
九
八
回
（
十
二
月
九
日
茨
木
市
市
民
会
館
）
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瀞
侠
に
つ
い
て

神
楽
岡
昌
俊

【
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
】

第
二
九
九
回
（
一
月
二
十
七
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

胡
適
の
「
不
朽
」
に
つ
い
て
大
森
良

第
三

O
O
回
記
念
例
会
（
三
月
二
十
三
日
城
崎
・
と
き
わ
別
館
）

通
書
玉
匝
記
初
探
三
浦
園
雄

第
三

O
一
回
（
四
月
十
三
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

台
南
孔
子
廟
を
め
ぐ
っ
て

l
台
湾
に
お
け
る
儒
教
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
一
考
察
｜
小
林
和
彦

第
三

O
二
回
（
五
月
二
十
五
日
京
大
会
館
）

貞
観
年
間
の
礼
の
修
定
と
『
礼
記
正
義
』
島
一

第
三

O
三
回
（
六
月
十
五
日
関
西
大
学
百
周
年
記
念
会
館
）

「
彰
」
と
楚
文
化
の
関
系
に
つ
い
て

ー
馬
王
堆
吊
書
『
周
易
』
を
中
心
に
｜
劉
正

唐
代
判
文
の
淵
源
大
野
仁
（
中
国
古
代
史
研
究
会
）

※
当
月
は
中
国
古
代
史
研
究
会
と
合
同
に
て
開
催

第
三

O
四
回
（
七
月
二
十
七
日
京
大
会
館
）

戦
国
諸
侯
の
称
王
と
墨
家
の
聖
王
思
想
吉
永
慎
二
郎

第
三

O
五
回
（
八
月
三
十
一
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

中
国
沿
海
地
域
の
嬬
祖
信
仰
奈
良
行
博

第
三

O
六
回
（
九
月
二
十
八
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

ア
メ
リ
カ
の
中
国
学
瞥
見
吾
妻
重
二

第
三

O
七
回
（
十
一
月
十
六
日
高
槻
市
立
文
化
会
館
）

朱
子
の
「
斉
家
」
に
つ
い
て
緒
方
賢
一

第
三

O
八
回
（
十
二
月
七
日
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
）

説

了

翁

に

つ

い

て

本

田

済

【
平
成
九
年
二
九
九
七
）
】

第
三

O
九
回
（
一
月
二
十
五
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

王
安
石
の
足
跡
を
訪
ね
て
｜
私
の
中
国
留
学
報
告
｜

井
津
耕
一

第
三
一

O
回
（
三
月
二
十
二
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

上
代
「
道
」
概
念
の
拡
大
宇
野
茂
彦

第
三
一
一
回
（
四
月
十
九
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

性
論
よ
り
み
た
萄
子
か
ら
董
仲
鉱
山
へ
の
天
人
観
の
移
行

末
永
高
康

第
三
一
二
回
（
五
月
二
十
四
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

古

木

墓

祭

末

次

信

行

第
三
二
二
回
（
六
月
二
十
八
日
茨
木
市
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

儒
教
の
性
格
試
論
｜
漢
代
以
前

l

斎
木
哲
郎

第
＝
二
四
回
（
八
月
二
十
三
日
茨
木
市
市
民
会
館
）
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竹
簡
『
文
子
』
に
つ
い
て
向
井
哲
夫

第
三
一
五
回
（
九
月
二
十
日
高
槻
現
代
劇
場
集
会
室
）

痕
鬼
に
つ
い
て
大
形
徹

第
三
二
ハ
回
（
九
月
二
十
日
高
槻
現
代
劇
場
）

顔
回
像
に
つ
い
て
衣
笠
勝
美

第
三
一
七
回
（
十
一
月
二
十
二
日
京
大
会
館
）

南
朝
陵
墓
と
風
水
思
想
南
淳
良
彦

第
三
一
八
回
（
十
二
月
六
日
京
都
・
鴨
祈
荘
）

気
の
感
応
と
修
煉

l
同
類
相
感
を
中
心
に
｜

坂
出
祥
伸

【
平
成
十
年
二
九
九
八
）
】

第
＝
二
九
回
（
一
月
二
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

緯
霊
園
の
経
解
釈
と
科
学
知
識
武
田
時
昌

第
三
二

O
回
（
三
月
二
十
八
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

陳
伸
子
の
思
想
傾
向
に
つ
い
て
横
久
保
義
洋

第
三
二
一
回
（
四
月
二
十
五
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

「
天
地
之
性
、
人
為
貴
」
を
め
ぐ
っ
て

ー
と
く
に
漢
代
を
中
心
に

l

宇
佐
美
一
博

第
三
二
二
回
（
五
月
三
十
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

徐
福
渡
来
説
雑
考
｜
主
と
し
て
日
・
朝
の
資
料
に
よ
り
｜

柴
田
清
継

第
三
二
三
回
（
六
月
二
十
七
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

礼
記
月
令
篇
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
久
保
田
剛

第
三
二
四
回

（
七
月
二
十
五
日
大
阪
市
立
大
学
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）

劉
玉
の
浄
明
道
の
教
理
哲
学
に
み
え
る
儒
道
融
合
思
想
に
つ

い
て
｜
『
浄
明
忠
孝
全
書
』
を
中
心
に
｜
畑
忍

第
三
二
五
回
（
八
月
二
十
九
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

景
教
経
典
『
一
神
論
』
に
つ
い
て
浜
田
直
也

第
三
二
六
回
（
九
月
十
九
日
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
あ
べ
の

メ
デ
イ
ツ
ク
ス
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
）

中
国
人
民
大
学
留
学
帰
朝
報
告
佐
藤
実

第
三
二
七
回
（
十
一
月
二
十
一
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

萄
爽
の
生
き
方
と
主
張
田
中
麻
紗
巳

第
三
二
八
回
（
十
二
月
五
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

春
秋
何
始
於
魯
隠
公
安
本
博
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【
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
】

第
三
二
九
回
（
一
月
二
十
三
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

欧
陽
惰
の
『
詩
本
義
』
を
め
ぐ
っ
て
塩
出
雅

第
三
三

O
回
（
三
月
二
十
七
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

清
末
に
お
け
る
改
革
論
の
展
開



ー
「
変
法
」
の
語
を
導
き
に
し
て
｜
川
尻
文
彦

第
三
三
一
回
（
四
月
二
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

法
家
の
法
内
容
｜
賞
罰
の
起
源
を
考
え
る
菅
本
大
二

第
三
三
二
回
（
五
月
二
十
二
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

翁
楳
光
の
内
丹
に
つ
い
て
秋
岡
秀
行

第
三
三
三
回
（
六
月
十
九
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

道
教
体
内
神
神
統
譜
と
大
極
図
加
藤
千
恵

第
三
三
四
回
（
七
月
三
十
一
日
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
あ
べ

の
メ
デ
イ
ツ
ク
ス
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
）

テ
ク
ス
ト
理
解
の
準
拠
枠
山
口
久
和

第
三
三
五
回
（
八
月
二
十
九
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

霞
谷
鄭
斎
斗
緒
論
｜
朝
鮮
儒
林
に
お
け
る
陽
明
学
の
受
容
｜

中
純
夫

第
三
三
六
回
（
九
月
二
十
五
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

京
儒
海
保
青
陵
と
中
国
思
想

ー
と
く
に
洪
範
と
老
子
を
め
ぐ
っ
て
｜
小
林
武

第
三
三
七
回
（
十
一
月
二
十
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

朱
喜
…
遠
隔
講
義
の
一
様
態

ー
呂
祖
謙
と
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
1

市
来
津
由
彦

第
三
三
八
回
（
十
二
月
十
一
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

古
様
・
周
英
『
老
子
通
』
を
読
ん
で
武
田
秀
夫

【
平
成
十
二
年
（
二

O
O
O）
】

第
三
三
九
回
（
一
月
二
十
八
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

復
卦
の
思
想
｜
程
伊
川
を
中
心
に
｜
白
井
順

第
三
四

O
回
（
三
月
二
十
五
日
平
安
会
館
）

私
の
研
究
生
活
金
谷
治

第
一
部
一
『
論
語
』
子
張
篇
に
つ
い
て

第
二
部
一
回
顧

第
三
四
一
回
（
四
月
二
十
二
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

卜
辞
と
『
春
秋
』
を
め
ぐ
っ
て
末
次
信
行

第
三
四
二
回
（
五
月
二
十
七
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

明
堂
に
つ
い
て
先
秦
か
ら
唐
代
ま
で
｜
南
津
良
彦

第
三
四
三
回
（
六
月
二
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

唐
代
儒
学
の
周
辺
岸
田
知
子

第
三
四
四
回
（
七
月
二
十
九
日
大
阪
市
立
大
学
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）

蓑
松
之
の
方
法
福
島
正

第
三
四
五
回
（
八
月
二
十
三
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

唐
甑
の
生
活
と
思
想
塘
耕
次

第
三
四
六
回
（
九
月
二
十
三
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

買
誼
『
新
書
』
成
立
説
に
関
す
る
史
料
批
判
的
研
究

城
山
陽
宣
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第
三
四
七
回
（
十
一
月
二
十
五
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

古
代
中
国
の
予
言
と
災
異
思
想
｜
琴
星
と
流
星
を
中
心
に
｜

串
田
久
治

第
三
四
八
回
（
十
二
月
九
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

『
国
語
』
章
昭
注
に
つ
い
て
池
田
秀
三

【
平
成
十
三
年
（
二

O
O
ご
】

第
三
四
九
回
（
二
月
三
日
大
阪
市
立
大
学
文
化
セ
ン
タ
ー
）

仏
教
は
い
か
に
し
て
受
容
さ
れ
た
か
多
国
伊
織

第
三
五

O
回
記
念
例
会（
三
月
三
十
一
日
武
田
尾
温
泉
・
紅
葉
館
）

『
景
徳
伝
燈
録
』
と
そ
の
訳
業

平
木
康
平
ア
ン
ナ
・
ル
ッ
ジ
エ
リ

第
三
五
一
回
（
四
月
二
十
一
日
茨
木
市
民
会
館
）

『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
に
お
け
る
華
夷
観
｜
外
国
書
提
要

を

中

心

に

｜

王

標

第
三
五
二
回
（
九
月
十
五
日
茨
木
市
民
会
館
）

神

仙

詩

の

変

遷

金

秀

雄

第
三
五
三
回
（
十
二
月
八
日
平
安
会
館
）

真

父

母

考

褒

谷

邦

夫

【
平
成
十
四
年
（
二

O
O二）】

第
三
五
四
回
（
一
月
二
十
六
日
茨
木
市
民
会
館
）

南
書
「
十
六
経
」
中
の
黄
帝
臣
に
つ
い
て
村
田
進

第
三
五
五
回
（
六
月
二
日
茨
木
市
民
会
館
）

雑
家
類
小
考
宇
佐
美
文
理

第
三
五
六
回
（
八
月
二
十
四
日
茨
木
市
民
会
館
）

塗

炭

斎

考

山

田

明

度

第
三
五
七
回
（
十
二
月
十
四
日
ル
ピ
ノ
京
都
堀
川
）

『
五
行
篇
』
の
成
立
事
情
1

郭
店
写
本
と
馬
王
堆
写
本
の
比

較

｜

浅

野

裕

一
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【
平
成
十
五
年
（
二

O
O三
）
】

第
三
五
八
回
（
三
月
二
十
九
日
茨
木
市
民
会
館
）

宋
代
の
風
水
書
『
埜
原
総
録
』
『
地
理
新
書
』

宮
崎
順
子

第
三
五
九
回
（
七
月
五
日
茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
）

吊
書
『
刑
徳
』
雑
考
末
永
高
康

第
三
六

O
回
（
九
月
十
三
日
茨
木
市
民
会
館
）

王
安
石
学
派
の
興
隆
と
衰
退
井
津
耕
一

第
三
六
一
回
（
十
二
月
十
三
日
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
）

私
は
「
気
」
の
思
想
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
き
た
か



坂
出
祥
伸

【
平
成
十
六
年
（
二

O
O四）】

第
三
六
二
回
（
四
月
二
十
四
日
茨
木
市
市
民
会
館
）

「
情
」
の
語
義
と
思
想
史
上
の
地
位

ー
先
秦
諸
文
献
に
お
け
る
用
例
の
検
討
｜

橋
本
昭
典

以
上
、
こ
こ
に
示
し
た
記
録
は
現
状
で
報
告
で
き
る
限
り
の
も

の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
も
し
、
さ
ら
に
詳
し
い
例
会
の

記
録
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
本
報
告
が
は
た
す
最

も
大
き
な
役
割
と
な
る
だ
ろ
う
。
情
報
を
幹
事
ま
で
お
知
ら
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

な
お
、
当
会
の
活
動
は
、
本
記
録
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平

成
十
三
年
よ
り
、
そ
れ
ま
で
長
く
続
い
て
い
た
年
十
回
の
例
会
活

動
か
ら
、
年
四
回
の
例
会
活
動
に
移
行
し
て
い
る
。
発
表
者
確
保

の
難
し
さ
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
が
、
第
二
の
理
由
は
、
例
会
へ

の
参
加
者
の
激
減
で
あ
る
。
最
も
参
加
者
が
少
な
い
例
会
の
時
な

ど
は
、
幹
事
と
発
表
者
の
み
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
。
本
報
告
が
、

例
会
へ
の
参
加
者
増
に
つ
な
が
れ
ば
、
幹
事
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
幸

せ
な
こ
と
は
な
い
。

（
文
責
）
阪
神
中
哲
談
話
会
現
幹
事

菅
本
大
二
（
梅
花
女
子
大
学
）

矢
羽
野
隆
男
（
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
）

（
諸
連
絡
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
）
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